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大
吉
皓
一
郎議員

活
力
あ
る
町
政
運
営
に
つ
い
て

問 

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
・
除

却
事
業
・
活
用
事
業
タ
イ
プ
な
ど
、

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答 

除
去
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
向

か
っ
て
、
９
月
に
県
の
空
き
家
対
策

支
援
事
業
専
門
家
を
招
い
て
事
業
展

開
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。
活
用

タ
イ
プ
と
し
て
は
ポ
ケ
ッ
ト
公
園
・

駐
車
場
が
考
え
ら
れ
る
。
個
人
の
場

合
、
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

取
り
壊
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、

空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
を
活
用

し
て
、
歴
史
的
建
物
の
改
修
を
行
い

観
光
・
交
流
施
設
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

問 

認
知
症
対
象
者
徘
徊
事
故
に
備

え
、
補
助
金
等
で
賠
償
保
険
加
入
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答 

認
知
症
患
者
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。
賠
償
保
険
に

つ
い
て
は
、
調
査
を
行
い
検
討
し
て

い
く
。建

設
行
政
に
つ
い
て

問 

県
道
83
号
線
（
天
城
～
伊
仙
線
）

の
拡
張
・
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
・
真
瀬
名
橋

の
架
け
替
え
に
つ
い
て
、
県
と
の
協
議

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

県
道
83
号
線
拡
張
に
つ
い
て

は
、
一
体
化
し
た
重
要
な
箇
所
と
位

置
づ
け
、
徳
之
島
地
域
土
木
事
業
連

絡
会
な
ど
を
通
じ
、
県
に
強
く
改
良

の
要
望
を
し
て
い
る
。

問 

県
２
級
河
川
真
瀬
名
川
の
砂
州

の
除
去
に
つ
い
て
、
早
急
に
県
に
要

望
で
き
な
い
か
。

答 

異
常
気
象
後
の
見
回
り
や
地
域

住
民
か
ら
の
情
報
収
集
に
よ
り
、
県

の
現
地
確
認
や
除
去
要
望
を
行
っ
て

い
る
。教

育
行
政
に
つ
い
て

問 

各
学
校
の
環
境
衛
生
検
査
特
記

事
項
に
つ
い
て
、対
応
出
来
て
い
る
か
。

答 

特
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
特
に

緊
急
性
が
あ
る
も
の
か
ら
優
先
的
に

対
応
し
て
い
る
。

問 

社
会
教
育
課
及
び
各
施
設
の
運

営
に
つ
い
て
。

答 

社
会
教
育
各
種
委
員
会
を
中

心
に
組
織
的
な
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

叶
　
忠
志議員

農
政
に
つ
い
て

問 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答 

事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、
５
月

に
重
点
地
区
説
明
会
を
開
催
し
、
農

政
座
談
会
等
で
も
事
業
説
明
を
行
っ

た
。
ま
た
、
農
地
の
所
有
者
及
び
耕

作
者
に
対
し
て
は
、
農
地
集
積
推
進

員
が
直
接
声
掛
け
を
行
う
と
共
に
、

直
接
窓
口
で
の
申
請
も
受
け
付
け
て

い
る
。

　

現
在
、
約
35
ｈ
ａ
の
申
出
書
が
提

出
さ
れ
、
85
％
の
進
捗
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、目
標
面
積
達
成
に
向
け
、

引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

問 

農
繁
期
に
お
け
る
人
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

６
月
18
日
に
県
・
３
町
・
Ｊ
Ａ
・

南
西
糖
業
で
徳
之
島
地
域
農
業
雇
用

確
保
対
策
会
議
を
設
置
し
、
今
期
の

方
針
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
。

　

今
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
募
集

に
加
え
、
募
集
チ
ラ
シ
を
島
内
全
戸

に
配
布
し
、
農
家
や
学
生
な
ど
幅
広

く
周
知
す
る
。
併
せ
て
、
各
事
業
所

に
お
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載

を
行
い
、
島
外
か
ら
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

一　般　質　問

真瀬名橋
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問 

さ
と
う
き
び
自
然
災
害
被
害
対

策
事
業
（
春
植
、株
出
）
に
つ
い
て
。

答 
29
年
産
の
低
糖
度
に
対
し
、
国

会
議
員
の
先
生
方
や
国
・
県
の
配
慮

に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
増
産
基
金
が

５
月
14
日
発
動
さ
れ
、
春
植
と
株
出

を
対
象
に
、
追
肥
や
薬
剤
、
除
草
剤

の
助
成
事
業
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。観

光
行
政
に
つ
い
て

問 

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答 

来
年
２
月
の
再
推
薦
を
目
指
す

こ
と
を
、
国
・
県
・
関
係
市
町
村
で

合
意
し
た
。

　

本
町
と
し
て
も
、
希
少
動
植
物
の

保
護
や
普
及
啓
発
等
の
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
登

録
延
期
の
勧
告
内
容
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
国
・
県
・
関
係
機
関

と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問 

平
土
野
港
多
機
能
新
設
整
備
に

つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
は
。

答 

昨
年
８
月
に
国
土
交
通
省
港
湾

局
が
島
嶼
部
寄
港
地
の
開
発
に
関
し

て
調
査
を
行
い
、
徳
之
島
で
は
唯
一
、

平
土
野
港
が
候
補
地
の
一
つ
と
さ
れ

た
。
今
後
の
展
望
を
期
待
し
、
国
・

県
関
係
団
体
の
動
向
を
ふ
ま
え
な
が

ら
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

行
政
運
営
に
つ
い
て

問 

今
後
、
各
集
落
公
民
館
の
老
朽

化
に
伴
い
、
補
修
、
建
替
え
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
、
補
助
金
の
検
討

は
出
来
な
い
か
。

答 
各
集
落
の
公
民
館
等
は
、
昭
和

40
年
か
ら
50
年
代
に
建
設
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、
建
替
え
等
の
更
新
費
用

が
近
い
う
ち
に
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
本
年
度
「
公
共
施
設
整
備
基

金
条
例
」
を
制
定
し
、
必
要
な
修
繕

等
を
検
討
し
て
い
く
。

島
　
和
也議員

社
会
教
育
に
つ
い
て

問 

陸
上
競
技
場
へ
の
芝
生
整
備
計

画
は
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
陸
上

競
技
場
に
休
憩
や
着
替
え
が
出
来
る

施
設
の
計
画
は
出
来
な
い
か
。

答 

陸
上
競
技
場
へ
の
芝
生
整
備
に

つ
い
て
は
、
十
月
中
旬
頃
か
ら
工
事

を
実
施
し
て
い
く
。
休
憩
や
着
替
え

が
出
来
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
本
部
席
に
あ
る
更
衣
室
を
利
用
頂

い
て
い
る
の
で
、
今
後
の
建
設
は
計

画
し
て
い
な
い
。

防
災
施
設
に
つ
い
て

問 

設
備
や
管
理
体
制
（
生
涯
学
習

推
進
室
を
含
む
）
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。
今
後
、
町
民
か
ら
親

し
ま
れ
る
様
な
施
設
の
愛
称
等
は
考

え
て
な
い
か
。

答 

施
設
管
理
は
総
務
課
が
一
括
管

理
し
て
お
り
、
通
常
は
町
民
の
生
涯

学
習
施
設
と
し
て
、
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
等
を
生
涯
学
習
推
進
室
で
調
整
を

行
い
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
連
携

し
な
が
ら
管
理
運
営
に
努
め
る
。
施

設
愛
称
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
な
も
の
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問 

各
保
育
所
の
施
設
全
体
の
耐
久

問
題
や
待
機
乳
幼
児
問
題
を
今
後
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答 

昭
和
五
十
年
代
に
設
置
さ
れ
た

各
保
育
所
の
老
朽
化
は
、
保
育
行
政

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
待

機
児
童
に
関
し
て
も
０
歳
児
が
十
数

名
待
機
し
て
い
る
。
施
設
整
備
、
受

入
体
制
の
課
題
は
あ
る
が
、
方
向
性

を
打
ち
出
す
時
期
だ
と
考
え
て
い
る
。

行
政
に
つ
い
て

問 

保
健
福
祉
課
、
他
新
規
営
業
課

の
機
構
改
革
は
出
来
な
い
か
。

答 

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。
事
務
の
多
様
化
に
備

え
た
課
の
統
廃
合
や
新
設
に
つ
い
て
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は
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

農
政
行
政
に
つ
い
て

問 

馬
鈴
薯
の
販
売
体
制
へ
の
行
政

と
し
て
の
取
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

答 

馬
鈴
薯
の
生
産
振
興
や
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
は
、
農
協
や
関
係
機
関
と
連

携
し
て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
販
売
に
関
し
て
は
主
に
農
協

が
行
っ
て
お
り
、
行
政
と
し
て
は
出

荷
先
等
に
関
す
る
取
組
み
は
行
っ
て

い
な
い
。

秋
田
　
浩
平議員

交
通
政
策
に
つ
い
て

問 

航
空
路
対
策
に
つ
い
て
。

答 

徳
之
島
空
港
の
利
用
者
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
徳
之
島
へ
の
入
り

込
み
客
の
約
65
％
が
航
空
路
の
利
用

で
あ
る
。
今
後
も
入
り
込
み
客
の
増

加
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
既
存
路
線

の
充
実
と
強
化
で
利
便
性
の
向
上
に

努
め
る
。

問 

ホ
ッ
ピ
ン
グ
ル
ー
ト
（
奄
美
～

沖
縄
）
に
つ
い
て
。

答 

奄
美
群
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ

ン
グ
ル
ー
ト
が
７
月
１
日
に
開
設

し
、
徳
之
島
か
ら
沖
縄
へ
の
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋
が
り
、
観
光
振

興
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
奄
美
へ
の
上
り
便

が
午
後
の
み
と
な
っ
た
弊
害
も
あ

り
、
三
町
関
係
機
関
で
航
空
会
社
へ

の
強
い
要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

建
設
行
政
に
つ
い
て

問 

県
道
天
城
～
伊
仙
線
の
天
城
中

か
ら
真
瀬
名
橋
ま
で
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
。

答 

県
道
83
号
線
拡
張
、
真
瀬
名
橋

の
架
け
替
え
は
、
一
体
化
し
た
重
要

な
箇
所
と
位
置
づ
け
、
県
に
強
く
改

良
の
要
望
を
し
て
い
る
。

問 

町
内
道※

路
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇

所
に
つ
い
て
。

答 

町
内
に
は
西
阿
木
名
・
兼
久
・

与
名
間
地
区
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所

が
あ
る
。
相
続
問
題
で
未
実
施
と

な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
交
通

上
危
険
箇
所
で
あ
り
、
今
後
も
、
県

へ
改
築
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

各
小
中
学
校
の
体
育
館
の
建
替

え
に
つ
い
て
。

答 

学
校
各
施
設
の
老
朽
化
等
の
状

況
、
施
設
整
備
の
具
体
的
方
針
な
ど

の
、
天
城
町
学
校
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
各
施
設
の
改
修
を

実
施
し
て
い
く
。

問 

各
学
校
に
お
け
る
過
去
に
指
摘

さ
れ
た
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て
。

答 

緊
急
性
の
あ
る
も
の
な
ど
を
優

先
的
に
対
応
し
て
き
た
が
、
使
用
頻

度
や
優
先
的
な
も
の
で
実
施
で
き
て

い
な
い
箇
所
も
あ
る
。
引
き
続
き
、

計
画
的
に
対
応
し
た
い
。

問 
天
城
中
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
。

答 

部
活
動
及
び
安
全
面
も
考
慮
し

て
、
早
急
に
対
応
し
た
い
。

問 

駅
伝
大
会
に
つ
い
て
。

答 

大
会
に
つ
い
て
は
平
成
31
年
２

月
10
日
に
開
催
す
る
。
今
後
は
、
９
月

中
に
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
開
催

に
向
け
た
準
備
作
業
に
取
り
く
む
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
。

答 

本
町
社
会
体
育
行
政
の
懸
案
事

項
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
近
隣
の

市
町
村
と
情
報
を
共
有
し
、
設
立
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。柏

木
　
辰
二議員

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

山
海
留
学
の
取
組
み
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

山
海
留
学
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
２
指
定
校
区
に
実
施
委
員
会
が

組
織
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
島
外
か
ら
の
受
け
入
れ
形

態
の
充
実
を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
定

例
会
に
も
提
案
し
て
協
議
し
て
お
り
、

今
後
は
山
海
留
学
制
度
実
施
要
綱
の
改
※
「道路のボトルネック」とは・・・道路の幅が急に細くなったり、工事中などで車線が規制され車の流れが阻害される箇所のこと。
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正
と
、
実
施
委
員
会
の
活
動
の
促
進

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 
徳
之
島
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒

に
対
す
る
バ
ス
運
行
時
間
変
更
等
を

含
め
た
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答 

バ
ス
通
学
等
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
、
今
年
７
月
に
高
校
生
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を

基
に
、
集
計
・
分
析
を
行
い
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

建
設
行
政
に
つ
い
て

問 

兼
久
・
当
部
線
改
良
工
事
の
進
捗

状
況
は
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

兼
久
・
当
部
線
の
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
、
事
業
再
開
に
向
け
て
継

続
し
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
補
助

事
業
の
導
入
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
る
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

問 

平
土
野
地
区
浄
化
槽
整
備
（
市

町
村
設
置
型
）計
画
の
進
捗
状
況
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

市
町
村
設
置
型
の
導
入
に
向
け

て
は
、
現
在
県
と
平
土
野
地
区
の
導

入
も
考
慮
し
な
が
ら
対
象
事
業
に
関

す
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

事
業
対
象
地
域
を
特
定
し
た
計
画
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問 

危
険
家
屋
等
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答 

危
険
家
屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い

て
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
及
び
天
城
町
空
家
等
対

策
計
画
に
基
づ
き
、
継
続
的
に
指
導

書
を
送
付
し
て
い
る
。
今
後
も
所
有

者
や
管
理
者
に
対
し
て
、
指
導
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
。

久
田
　
高
志議員

農
政
に
つ
い
て

問 

さ
と
う
き
び
自
然
災
害
被
害
対

策
事
業
、農
家
救
済
状
況
に
つ
い
て
。

生
産
農
家
９
５
９
戸
に
対
し
て
半
数

以
上
の
農
家
が
救
済
さ
れ
て
い
な
い

が
今
後
の
対
策
は
？

答 

計
画
に
甘
さ
が
あ
り
予
算
が
足

り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
交
付
金

の
申
請
面
積
と
実
面
積
を
照
合
中
だ

が
面
積
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
精

査
後
、事
業
量
（
実
面
積
）
に
見
合
っ

た
交
付
金
と
し
、
正
確
な
面
積
を
農

家
に
通
知
す
る
。
か
な
り
の
残
予
算

が
予
想
さ
れ
る
の
で
未
救
済
農
家
を

対
象
に
再
度
、
事
業
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
。

航
空
航
路
対
策
に
つ
い
て

問 

利
便
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

離
島
割
引
運
賃
は
群
島
外
の
学

生
（
22
歳
）
ま
で
対
象
を
拡
大
予
定
。

奄
美
路
線
の
午
前
便
の
件
は
来
年
の

春
ダ
イ
ヤ
に
向
け
戻
す
予
定
。
航
路

対
策
の
寄
港
地
変
更
時
の
バ
ス
運
行

の
件
つ
い
て
は
３
町
で
協
議
す
る
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

問 

結
シ
ア
タ
ー
手
舞
の
活
動
状
況

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
練
習
す
る
場
所
の
無
償

貸
し
出
し
等
の
支
援
は
し
て
い
る
。

　

当
時
の
国
民
文
化
祭
の
事
業
の
中

で
も
残
っ
て
い
る
の
は
結
シ
ア
タ
ー

手
舞
だ
け
で
、
各
市
町
村
長
の
間
で

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
青
少
年

育
成
や
中
高
青
年
団
と
の
連
携
、
沖

縄
、
奄
美
公
演
の
計
画
等
の
発
信
力

も
素
晴
ら
し
い
。
本
町
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

松
山
善
太
郎議員

福
祉
行
政
に
つ
い
て

（
高
齢
者
福
祉
）

問 

外
出
支
援
に
つ
い
て
。

合併浄化槽
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答 

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
「
福
祉
有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福

祉
法
人
普
門
会
に
お
い
て
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
の
一
環
と

し
て
、
買
い
物
支
援
事
業
を
計
画
。

本
町
と
し
て
は
、
こ
の
取
組
を
喫
緊

の
対
策
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問 

敬
老
祝
い
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

答 

敬
老
訪
問
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
昨
年
比
37
名
増
加
の
２
７
７
名

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
度
に
見
直
し
、
90
歳
以
上
が

１
万
円
、
１
０
０
歳
以
上
が
５
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
金
額
を
見
直
す

時
期
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

建
設
行
政
に
つ
い
て

問 

町
営
住
宅
の
建
替（
中
央
地
区
）

及
び
新
築
（
小
規
模
校
地
区
）
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

答 

中
央
地
区
の
建
替
え
は
、
平
土

野
原
団
地
を
平
成
31
年
度
ま
で
に
完

了
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
は
、
大
和

川
団
地
の
建
替
を
予
定
し
て
い
る
。

　

小
規
模
校
地
区
の
新
規
建
設
に
つ

い
て
は
、平
成
33
年
度
三
京
地
区
に
、

２
戸
計
画
し
て
い
る
。

問 

未
完
成
の
町
道
に
つ
い
て
。（
阿

布
木
名
線
、
名
須
２
号
線
、
松
原
前

野
線
）

答 

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
未

完
成
の
現
状
で
あ
る
。
地
域
の
皆
様

に
は
大
変
不
便
を
か
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
に
解
決

に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
。

（
増
額
、
島
外
出
身
者
へ
の
拡
大
、

返
済
の
免
除
に
つ
い
て
）

答 

奨
学
資
金
の
貸
与
の
金
額
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
村
等
の
金
額
も
参

考
と
し
て
増
額
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
等
で
協
議
し
た
い
。
ま
た
、
島
外

出
身
者
に
関
し
て
も
、
天
城
町
育
英

奨
学
資
金
貸
与
条
例
及
び
施
行
規
則

を
見
直
し
て
、
貸
与
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。返
済
の
免
除
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

問 

学
生
寮
の
建
設
に
つ
い
て
。

答 

地
元
の
高
校
の
募
集
状
況
や
、

生
徒
の
応
募
状
況
等
の
情
報
を
学
校

と
共
有
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

上
岡
　
義
茂議員

建
設
行
政
に
つ
い
て

問 

平
和
東
線
改
良
工
事
に
つ
い
て
。

答 

平
和
東
線
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
、
路
線
計
画
に
伴
い
、
５
月
に
地

域
住
民
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
事
業
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
政
運
営
に
つ
い
て

問 
副
町
長
不
在
で
行
政
運
営
に
支

障
は
来
し
て
な
い
の
か
。

答 
町
長
の
職
務
を
代
理
す
る
職
員

を
定
め
る
規
則
第
２
条
に
基
づ
き
、

総
務
課
長
が
副
町
長
の
職
務
代
理
を

し
、
行
政
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

問 

今
後
、
入
札
執
行
さ
れ
る
建
設

工
事
の
件
数
、
時
期
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

建
設
工
事
の
件
数
は
、
建
設
課

24
件
、
農
地
整
備
課
５
件
、
企
画
課

１
件
、
農
政
課
２
件
、
商
工
水
産
観

光
課
９
件
、
社
会
教
育
課
２
件
、
水

道
課
９
件
、
合
計
52
件
。
入
札
執
行

時
期
は
、
９
、
10
月
頃
を
目
処
に
各

課
で
進
め
て
い
る
。

問 

町
長
が
後
継
者
指
名
し
た
方
の

後
援
会
組
織
か
ら
建
設
業
者
に
期
限

を
つ
け
て
推
薦
書
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
入
札
執
行
に
問
題
は
な

い
の
か
。

答 

後
援
会
組
織
か
ら
建
設
業
者
に

期
限
を
つ
け
て
推
薦
書
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
件
に
つ
い
て
は
、
認
識
し
て

い
な
い
。
入
札
執
行
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
入
札
執
行
を
行
っ
て
い
る
。
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選挙管理委員会室
　　歳入決算総額　　　　　　５１３万８千３９円
　　歳出決算総額　　　１千５９６万１千１９４円

監査委員室
　　歳入決算総額　　　　　　　　　　　２００円
　　歳出決算総額　　　　　１５４万４千１４０円

教育委員会社会教育課　
　　歳入決算総額　　　　　３千９５９万１５５円
　　歳出決算総額　　　２億４２３万９千２３２円

総務課
　　歳入決算総額　４３億２千９８１万２千６６８円
　　　うち繰越明許費　　　　１億３千２９０万円
　　歳出決算総額　１６億７千３８４万１千３３４円

会計課
　　歳入決算総額　　　　　　６３万６千５４８円
　　歳出決算総額　　　２千８３９万３千３３９円

企画課
　　歳入決算総額　　　７千７０７万９千８３９円
　　歳出決算総額　　　２億５０６万７千２８７円

教育委員会総務課
　　歳入決算総額　　５億１千６０万３千３４４円
　　　うち繰越明許費　　４億７千９３１万２千円
　　歳出決算総額　７億９千５５５万８千８８０円

税務課
　　歳入決算総額　　　４億１千３７５万３１２円
　　歳出決算総額　　　６千３２４万３千８４８円

商工水産観光課
　　歳入決算総額　　　　３千７２万７千２０２円
　　歳出決算総額　１億３千２７５万２千２７５円

総務文教常任委員会・付託案件審議（一般会計）

　総務文教常任委員会では、平成２９年度一般会計歳入歳出決算について、採決の結果、賛成全員で原案の
とおり認定すべきものと決定しました。
　なお、審査過程に於いて次の５点を委員会の意見として執行部に申し入れる事が適当であると決定しました。

１．基金運用については、目的を定め内容を十分精査し進めて行くべきである。

２．�多額の不用額が見られるので、当初予算の見積もりについては厳格に取り組み、
事業執行は計画性を持って推進すべきである。

３．�町補助金等事業については、その後の活動状況、成果等の報告・公開を行い、
委託料については委託内容、契約条項を精査し適切な事業の推進に努めるべき
である。

４．���各施設等管理においては、災害対策等の管理体制を徹底すべきである。

５．���各種税や使用料の滞納繰越分が多額となっている。
　　�自主財源の確保は大きな課題であり、関係課においては、更に自主財源の確保に
向けて、法的手段も含め徴収に最大限の努力をすべきである。
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農業委員会
一般会計歳入決算総額���　　７７４万７千９３３円
　　　　歳出決算総額　２千６８９万３千１５８円

水道課
特別会計歳入決算総額　２億３千４３６万５千３０９円
　　　　歳出決算総額　２億３千１３７万３千９７８円
一般会計からの繰入金　　　　４千５０３万５千円

建設課
　　　　歳入決算総額　２億７千２２６万６千２８９円
　　　うち繰越明許費　　　　　　　　　１０万円
　　　　歳出決算総額　５億２千２８４万６千７４１円
　　　うち繰越明許費　　　　　　１千３９７万円

農政課
　　　　歳入決算総額　１億３千３５６万９千５８７円
　　　うち繰越明許費　　　　　　８７５万８千円
　　　　歳出決算総額　３億６千７１４万８千７１７円
　　　うち繰越明許費　　　　　　８７５万８千円

保健福祉課
　　　　歳入決算総額　　　４億４４万４千６５円
　　　　歳出決算総額　１２億３千４４９万７千４８５円

国民健康保険事業特別会計
　　　　歳入決算総額　１５億２千３２万８千６５９円
　　　　歳出決算総額　１３億５千３９６万６千９６７円
一般会計からの繰入金　１億７千８１６万５千５３３円
　　　　　基金繰入金　　　　　　４千１６３万円

介護保険事業特別会計
　　　　歳入決算総額　９億２千４７９万９千８６９円
　　　　歳出決算総額　８億９千２４４万４１４円
一般会計からの繰入金　　１億２千７３８万５千円
　　　　　基金繰入金　　　　１千５１３万３千円

後期高齢者医療事業特別会計
　　　　歳入決算総額　７千１６７万４千１２８円
　　　　歳出決算総額　６千９２４万５千６４２円
　保険基盤安定繰入金　　　　３千５１６万２千円

農地整備課
一般会計歳入決算総額　７千９１４万４千４７３円
　　　　歳出決算総額　４億４千８５８万３千１６６円

町民生活課
　　　　歳入決算総額　４千９４７万７千９０３円
　　　うち繰越明許費　　　　１千９５３万１千円
　　　　歳出決算総額　２億８千４４７万６千８５５円
　　　うち繰越明許費　　　　１千９５１万７３円

１．保育所の老朽化に伴い、早急な建替と統合も検討すべき時期ではないか。

２．畑地帯総合整備事業においては、同意取得を徹底し、事業の早期推進を図ること。

３．秋利神キャンパスパークの再整備と有効利用に努めること。

４．天城町総合振興計画にある町道整備及び住宅建設は、着実且つ早期に実施すべき
である。

５．水道料の徴収にあたっては、徴収手段を見直し、更なる収納率向上に努めるべき
である。

６．昨年も指摘しましたが、多額の不用額が見られるので、予算編成に際しては、事
業に対する需要予測を適切に行うとともに積算根拠などを十分に検討すること。
なお、多額の不用額が想定される場合には、速やかに減額補正すべきであり、適
正な予算管理に努めるべきである。

　建設経済厚生常任委員会では、平成２９年度一般会計歳入歳出決算について、採決の結果、賛成全員で原
案のとおり認定すべきものと決定しました。
　なお、審査過程に於いて次の６点を委員会の意見として執行部に申し入れる事が適当であると決定しました。

建設経済厚生常任委員会・付託案件審議（一般会計・各特別会計）



建
設
経
済
厚
生
常
任
委
員
会
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲�移動図書車両

▲�防災センター備蓄備品
　�毛布・マット

▲�防災センター備蓄備品
�　備蓄品

▲�さいごうウォーク推進事業（岡前）

建設経済厚生常任委員会
現地調査

▲�わんぱく広場遊具設置工事（総合運動公園内）

総務文教常任委員会
現地調査

◀�公営住宅建築工事（与名間）
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平
成
30
年
度
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

視
察
年
月
日
：
平
成
30
年
５
月
10
日
（
木
）
～
11
日
（
金
）

視
察
メ
ン
バ
ー
：
大
吉
皓
一
郎
委
員
長
・
島
和
也
副
委
員
長
・
前
田
芳
作
委
員
・

鶴
博
典
委
員
・
平
山
栄
助
委
員
・
久
田
高
志
委
員
・

（
随
行
者
・
藤
井
恒
利
局
長
）

所
管
事
務
調
査
地
：
山
口
県
「
道
の
駅
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
」、
山
口
県
萩
市
観
光
協
会
、

「
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
」、「
萩
大
島
船
団
丸
」

調
査
目
的
：
観
光
行
政
及
び
漁
業
６
次
産
業
化
へ
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

視
察
内
容

○
下
関
市「
道
の
駅
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
」

　
「
食
」
べ
て
「
遊
」
ん
で
「
海
」

を
「
感
」
じ
る
を
テ
ー
マ
に
新
鮮

な
海
の
幸
を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
、
お
食
事
処
や
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
、
お
土
産
品
店
な
ど
を

備
え
た
複
合
商
業
施
設
。

　

周
辺
に
は
、
し
も
の
せ
き
水
族

館
「
海
響
館
」、
唐
戸
市
場
が
三

位
一
体
と
な
り
、
家
族
連
れ
で
楽

し
め
る
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。

○
萩
市
観
光
協
会

　

萩
市
観
光
の
現
状
に
お
い
て
強

み
は
、
萩
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
の

高
さ
（
町
並
み
・
伝
統
工
芸
）、

本
物
の
歴
史
・
文
化
遺
産
・
豊
富

な
自
然
、
世
界
遺
産
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
。」

　

弱
み
は
、
市
内
公
共
交
通
網
が

不
十
分
（
山
陰
本
線
１
時
間
１
本

程
度
）、
お
土
産
品
種
類
不
足
、

後
継
者
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
の
観
光
客
増
加
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
50
～
60
代
の
年
代
層
に
、
山
口

宇
部
空
港
の
就
航
に
よ
る
韓
国
・

台
湾
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
か

ら
の
観
光
客
誘
致
。

　

ま
た
、
地
域
の
観
光
経
営
に
関

す
る
啓
蒙
活
動
→
民
泊
（
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
る
農
家
泊
や
漁

家
泊
）
の
充
実
に
一
層
取
組
ん
で

行
く
。

※
萩
城
下
町
の
日
本
有
数
の
史

跡
や
重
厚
な
武
家
屋
敷
風
情

を
壊
さ
な
い
町
並
み
や
外
観

を
守
っ
て
、
歴
史
を
重
ん
じ

る
よ
う
高
い
建
物
の
抑
制
や

高
い
看
板
の
禁
止
等
を
条
例

化
し
て
い
ま
し
た
。

○
萩
市｢

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
」

概
要　

※
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同

組
合

・
１
９
９
６
年
萩
漁
港
埋
立
地
の

一
体
整
備
計
画
で
検
討
着
手
。

・
１
９
９
９
年
施
設
の
運
営
主
体

を
第
三
セ
ク
タ
ー
で
は
な
く
事
業

協
同
組
合
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

（
民
設
民
営
）
地
元
漁
協
と
17
事

業
者
で
組
合
設
立
。

・
２
０
０
０
年
観
光
市
場
か
ら
庶

萩市観光協会 道の駅カモンワーフ
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民
市
場
へ
変
更
し
、
地
産
地
消
の

本
格
的
拠
点
施
設
を
標
榜
し
、
農

水
省
「
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進

事
業
」
を
適
用
～
国
交
省
よ
り
道

の
駅
に
認
定
さ
れ
る
。

※
漁
業
を
通
じ
て
現
役
漁
師
が
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
協
力

し
て
地
域
起
し
を
行
っ
て
い
る

道
の
駅

　

特
徴
は
漁
港
に
隣
接
し
て
る
立

地
条
件
を
活
か
し
鮮
魚
仲
買
業
者

や
食
品
加
工
業
者
共
同
で
、
新
鮮

な
魚
介
類
を
主
と
し
た
生
鮮
品
及

び
加
工
品
の
販
売
（
地
産
地
消
）、

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
土
産
物
店

を
設
立
当
初
か
ら
の
事
業
者
で
運

営
し
、
今
で
は
萩
市
の
一
大
観
光

市
場
及
び
庶
民
市
場
と
し
て
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
る
。

○
「
萩
大
島
船
団
丸
」
に
つ
い
て

　

人
口
７
０
０
人
の
萩
大
島
で
、

巻
上
げ
漁
の
３
船
団
の
親
と
同
年

代
の
漁
師
を
束
ね
て
、「
鮮
魚
ボ
ッ

ク
ス
」
な
る
も
の
を
取
り
入
れ
、

日
本
初
の
漁
業
６
次
産
業
化
へ
の

第
一
歩
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
萩

大
島
船
団
丸
」
を
設
立
。

　

市
内
大
井
港
よ
り
船
で
８
分
位

に
あ
る
萩
大
島
は
漁
業
で
生
計
を

立
て
て
い
る
集
落
で
、
近
年
は
漁

獲
量
の
減
少
や
後
継
者
不
足
の
問

題
が
あ
り
漁
業
と
し
て
の
生
業
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
な
か
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
堀
内
知
佳
さ

ん
（
31
歳
）
に
相
談
を
す
る
。

　

今
後
の
漁
業
再
生
を
目
指
し
た

事
業
計
画
を
作
り
、
６
次
産
業
化

を
２
０
１
１
年
３
月
に
立
上
げ
。

　

取
れ
た
て
の
ア
ジ
や
サ
バ
等
を

「
鮮
魚
ボ
ッ
ク
ス
」・「
船
上
一
夜

干
し
」
を
活
用
し
て
、
お
客
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
仲
買
を
通
さ

ず
に
直
接
飲
食
店
や
消
費
者
へ
届

け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
構
築
ま
で
、
一
番

の
課
題
で
あ
る
販
路
の
確
立
で

代
表
の
堀
内
さ
ん
は
、
主
に
大

阪
の
飲
食
店
に
毎
日
、
飛
び
込

み
営
業
を
行
っ
た
結
果
、
今
で

は
固
定
の
飲
食
店
が
全
国
に
ま

た
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
鮮
魚
ボ
ッ
ク
ス
」・「
船
上
一

夜
干
し
」
の
活
用
に
よ
り
、
今
ま

で
漁
協
で
の
取
引
が
無
か
っ
た
魚

種
も
出
荷
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

今
日
で
は
評
判
を
聞
き
、
全

国
・
外
国
の
漁
師
を
目
指
す
若

者
も
移
住
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

徳
之
島
は
、
海
に
囲
ま
れ
新
鮮

な
魚
が
豊
富
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
産
地
消
だ
け
で
は
生
計
を
維
持

す
る
の
は
難
し
い
た
め
に
漁
業
者

の
後
継
者
不
足
に
も
現
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

漁
業
者
や
町
が
協
力
し
、
知
恵

を
出
し
合
っ
て
新
鮮
な
魚
の
一

夜
干
し
や
海
産
物
の
加
工
製
品

な
ど
徳
之
島
独
自
の
特
産
品
を

開
発
し
て
、
天
城
町
の
漁
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

萩しーまーと内説明

船団丸出荷作業
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◆　

編
集
後
記　

◆

　

夕
刻
か
ら
朝
方
に
か
け
て
は

す
っ
か
り
冷
え
込
む
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
風
邪
も
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
気
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
先
月
立
て
続
け
に
襲
来

し
た
台
風
24
号
、25
号
に
よ
っ
て
、

天
城
町
で
も
住
家
の
全
壊
３
件
、

半
壊
５
件
、
一
部
損
壊
１
５
５
件

と
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
牛
舎
や
倉
庫
の
屋
根
が
破

損
し
た
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
農
作

物
へ
の
被
害
も
甚
大
で
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
、
災
害
時

の
対
応
や
防
災
に
つ
い
て
、検
討
・

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
数
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
会
活

動
へ
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
副
委
員
長

昇　

健
児

平成30年9月定例会
番号 件名 結果

報 告 ３ 平成２９年度健全化判断比率の報告について
議案第44号 天城町公共施設整備基金条例の制定について 原案可決

議案第45号 天城町報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決
議案第46号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第47号 天城町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第48号 出頭人及び参加人に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第49号 天城町税条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第50号 天城町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第51号 天城町立兼久小学校建設基金条例を廃止する条例について 原案可決
議案第52号 天城町保健福祉センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例について 原案可決
議案第53号 天城町土地開発基金条例を廃止する条例について 否　　決
議案第54号 天城町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 同　　意
議案第55号 天城町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 同　　意
議案第56号 天城町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について 同　　意
議案第57号 人権擁護委員の候補者の推薦に対する議会の意見を求める件について 原案可決
議案第58号 天城辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決
議案第59号 天城町町道の路線廃止について 原案可決
議案第60号 平成３０年度天城町一般会計歳入歳出予算補正（第３号）について 原案可決
議案第61号 平成３０年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算補正（第１号）について 原案可決
議案第62号 平成３０年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出予算補正（第１号）について 原案可決
議案第63号 平成３０年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出予算補正（第１号）について 原案可決
議案第64号 平成３０年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出予算補正（第２号）について 原案可決
議案第65号 平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
議案第66号 平成２９年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
議案第67号 平成２９年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
議案第68号 平成２９年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
議案第69号 平成２９年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 可　　決
常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 可　　決

議案第70号 平成30年度天城町一般会計歳入歳出予算（第4号）について 原案可決
議案第71号 平成30年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算補正（第3号）について 原案可決

発行／鹿児島県　天城町議会
編集／天城町議会だより編集委員会

〒891-7612　鹿児島県大島郡天城町平土野2691-1
TEL（0997）85-3111　FAX（0997）85-3110
http://www.yui-amagi.com/


